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私
事
だ
が
癌

か
ら
復
帰
し
た

妻
が
ベ
テ
ラ
ン

卓
球
に
出
場
す

る
た
め
に
２
年
に
一
度
外
国

へ
出
か
け
る
。
そ
の
間
、
私

は
助
手
な
し
の
一
人
診
療
で

あ
る
。

　

４
度
目
の
海
外
遠
征
に
な

る
今
回
の
行
き
先
は
ス
ペ
イ

ン
だ
。
ス
ペ
イ
ン
に
対
す
る

私
の
イ
メ
ー
ジ
は
ピ
カ
ソ
で

も
レ
ア
ル
・
マ
ド
リ
ー
ド
で

も
な
く
、
か
の
ド
ン
キ
ホ
ー

テ
で
あ
る
。
家
来
が
一
人
と

い
う
の
も
私
に
似
て
い
る

が
、
格
好
良
く
振
る
舞
え
ば

よ
り
滑
稽
と
な
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
親
し
み
が
持
て
る
。

　

風
車
に
向
か
っ
て
敢
然
と

突
進
す
る
勇
猛
さ
は
憧
れ
で

も
あ
る
。
風
車
は
オ
ラ
ン
ダ

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
16
世

紀
に
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
家
の

支
配
下
に
あ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ

は
、
17
世
紀
に
は
い
ち
は
や

く
市
民
社
会
を
形
成
し
て
隆

盛
し
た
。
風
車
は
落
ち
目
の

ス
ペ
イ
ン
を
あ
ざ
笑
う
よ
う

で
、
キ
ホ
ー
テ
が
「
も
う
許

せ
ん
！
」
と
い
き
り
立
つ
気

持
ち
に
同
情
で
き
る
。

　

世
界
第
２
位
の
経
済
大
国

だ
っ
た
日
本
も
ラ
ン
ク
を
一

つ
落
と
し
て
苛
立
ち
も
分
か

る
。
だ
が
、
右
傾
化
と
軍
事

大
国
化
で
は
キ
ホ
ー
テ
み
た

い
な
可
愛
げ
も
な
い
。

　協会は、患者負担増に反対
する会員署名に取り組んでい
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厚
労
省
に
要
請

　

厚
労
省
に
要
請

（写真上から）長尾、宮本、清水、大門
の各議員＝10月20日、国会会館内　

要請書を手渡す参加者ら＝10月20日、東京

　

協
会
・
保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
、「
か
強
診
」
に
よ

っ
て
Ce
や
Ｓ
Ｐ
Ｔ
に
一
物
二
価
が
生
じ
た
問
題
な
ど
、
２

０
１
６
年
診
療
報
酬
改
定
の
不
合
理
是
正
を
求
め
、
10
月

20
日
に
厚
労
省
へ
要
請
し
た
。
要
請
に
は
吉
田
裕
志
大
阪

歯
科
協
会
副
理
事
長
、
川
村
雅
之
兵
庫
協
会
副
理
事
長
、

平
田
高
士
京
都
歯
科
協
会
副
理
事
長
が
参
加
、
厚
労
省
か

ら
は
小
嶺
祐
子
保
険
局
医
療
課
課
長
補
佐
、
大
平
貴
士
同

主
査
が
応
対
し
、「
現
場
の
実
態
と
見
合
わ
な
い
と
の
指

摘
は
受
け
止
め
、
し
っ
か
り
検
討
し
た
い
」
と
答
え
た
。

　

要
請
で
は
「
か
強
診
」
を

は
じ
め
、
こ
の
間
の
保
団
連

の
要
請
が
一
部
反
映
さ
れ
た

疑
義
解
釈
（
そ
の
６
）
を
踏

ま
え
、
改
め
て
未
改
善
項
目

を
質
し
た
。「
か
強
診
」
に

つ
い
て
厚
労
省
は
、
地
域
で

よ
り
安
心
・
安
全
で
濃
密
な

歯
科
医
療
を
提
供
す
る
診
療

所
の
機
能
を
評
価
し
た
も
の

で
、
包
括
範
囲
も
違
い
単
純

な
一
物
二
価
で
は
な
い
と
し

て
理
解
を
求
め
た
。

　

協
会
・
保
団
連
近
畿
ブ
ロ

ッ
ク
は
、
①
Ce
、
Ｓ
Ｐ
Ｔ
は

日
常
的
な
診
療
行
為
で
あ

り
、
施
設
基
準
を
設
け
る
こ

と
自
体
に
無
理
が
あ
る
②
施

設
基
準
を
満
た
し
て
も
、
Ｆ

局
や
Ｓ
Ｐ
Ｔ
な
ど
の
治
療
の

質
が
上
が
る
わ
け
で
は
な
い

の
に
、
患
者
間
で
負
担
金
が

異
な
る
③
「
か
強
診
」
の
要

件
は
外
来
環
や
歯
援
診
、
医

管
で
評
価
さ
れ
て
お
り
、
二

重
評
価
で
あ
る
④
Ce
の
処
置

や
管
理
を
専
門
的
に
実
施
し

て
い
る
小
児
歯
科
で
訪
問
診

療
の
実
績
が
な
い
場
合
は
低

評
価
に
な
る
―
―
な
ど
「
か

強
診
」
は
矛
盾
が
多
く
、
適

切
で
は
な
い
と
訴
え
た
。

　

厚
労
省
は
、「
か
強
診
」

の
施
設
基
準
と
治
療
内
容
と

が
一
対
一
で
対
応
し
て
い
な

い
こ
と
を
認
め
た
が
、
医
科

や
薬
局
と
は
違
う
「
か
か
り

つ
け
歯
科
医
」
の
「
機
能
」

　

安
倍
政
権
が
計
画
す
る
医

療
介
護
の
患
者
・
利
用
者
負

担
増
計
画
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ

よ
う
と
、
協
会
・
保
団
連
は

10
月
20
日
、
国
会
議
員
へ
の

要
請
を
行
っ
た
。
要
請
に
は

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大

阪
連
絡
会
も
参
加
、
要
請
団

は
歯
科
医
師
、
歯
科
技
工

士
、
歯
科
衛
生
士
、
事
務
局

20
人
に
の
ぼ
っ
た
。
同
日
午

後
は
、「
憲
法
・
い
の
ち
・

社
会
保
障
ま
も
る
10
・
20
国

民
集
会
」
が
東
京
・
日
比
谷

野
外
音
楽
堂
で
開
か
れ
、
３

３
０
０
人
が
参
加
し
、
医
療

・
介
護
・
福
祉
の
充
実
な
ど

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

 

　

⇒

関
連
③
面

　

議
員
要
請
で
は
、
自
民
党

の
長
尾
敬
衆
院
議
員
、
日
本

共
産
党
の
宮
本
岳
志
、
清
水

忠
史
衆
院
議
員
、
大
門
実
紀

史
参
院
議
員
、
無
所
属
の
上

西
小
百
合
衆
院
議
員
と
面
談

し
、
後
期
高
齢
者
の
窓
口
負

担
の
２
割
化
や
70
歳
以
上
の

高
額
療
養
費
の
引
き
上
げ
と

い
っ
た
高
齢
者
の
窓
口
負
担

増
の
中
止
、
保
険
で
よ
い
歯

科
医
療
の
実
現
な
ど
を
求
め

た
。

　

議
員
ら
は
、「
口
腔
ケ
ア

が
見
直
さ
れ
て
き
て
い
る
。

力
に
な
り
た
い
」（
長
尾
議

員
）、「
安
倍
政
権
の
医
療
介

護
改
革
は
結
果
的
に
財
政
支

出
を
増
や
す
。
財
政
運
営
面

か
ら
も
道
理
に
反
す
る
」

（
宮
本
議
員
）、「
参
議
院
選

挙
で
安
倍
首
相
は
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
果
実
を
社
会
保
障

の
充
実
に
ま
わ
す
と
約
束
し

た
が
、
や
っ
て
い
る
こ
と
は

あ
べ
こ
べ
」（
清
水
議
員
）、

「
一
緒
に
歯
科
医
療
の
課
題

解
決
に
向
け
て
取
り
組
み
た

い
」（
大
門
議
員
）、
な
ど
と

語
っ
た
。

　

集
会
に
は
保
団
連
か
ら
約

１
８
０
人
が
参
加
。
日
本
歯

を
評
価
し
た
、
指
摘
は
受
け

止
め
た
い
と
返
答
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
Ｓ
Ｐ
Ｔ
中
は

Ｔ
Ｆ
ｉ
ｘ
を
１
回
に
制
限
し

な
い
こ
と
や
、
色
調
検
査
時

の
写
真
添
付
を
電
子
媒
体
で

も
可
と
す
る
こ
と
、
医
管
の

施
設
基
準
で
、
非
常
勤
の
歯

科
衛
生
士
を
認
め
る
こ
と
な

ど
を
求
め
た
。

　

厚
労
省
は
、
長
期
管
理
中

の
Ｔ
Ｆ
ｉ
ｘ
制
限
の
指
摘
は

よ
く
わ
か
る
、
色
調
の
要
望

は
現
時
点
で
は
認
め
ら
れ
な

い
、
医
管
は
非
常
勤
の
常
勤

換
算
な
ど
も
検
討
し
た
い
と

回
答
し
た
。

　

懇
談
は
、
厚
生
労
働
委
員

の
堀
内
照
文
衆
議
院
議
員

（
共
産
）
が
仲
介
し
た
。

患者負担増許さない
国会行動と集会に会員ら参加

―
―
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
を

ど
う
評
価
す
る
か
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
、
金
融

緩
和
に
よ
っ
て
、
お
金
が
投

資
に
回
り
、
雇
用
が
増
え
、

所
得
が
増
え
る
と
言
っ
て
き

た
。
実
質
賃
金
が
２
０
１
３

年
７
月
以
降
15
年
４
月
ま
で

連
続
22
カ
月
マ
イ
ナ
ス
と
な

り
、
そ
の
後
も
プ
ラ
ス
と
マ

イ
ナ
ス
が
交
錯
し
て
い
る
。

雇
用
状
況
は
、
13
年
１
月
に

比
べ
16
年
６
月
で
正
規
雇
用

が
40
万
人
増
に
対
し
、
非
正

規
は
１
９
３
万
人
も
増
え
て

い
る
。

　

安
倍
政
権
は
28
兆
円
も
の

経
済
対
策
を
打
ち
出
し
た

が
、
そ
の
中
身
は
旧
来
型
の

大
型
公
共
投
資
だ
。
リ
ニ
ア

や
整
備
新
幹
線
、
大
型
ク
ル

ー
ズ
船
受
入
の
た
め
の
港
湾

整
備
が
中
心
だ
。
従
来
型
の

土
建
国
家
型
の
政
策
で
は
、

借
金
を
増
や
す
だ
け
の
結
果

に
な
り
か
ね
な
い
。

　

こ
の
20
年
間
の
日
本
経
済

の
低
迷
を
打
開
す
る
に
は
経

済
政
策
の
方
向
転
換
が
必
要

だ
。
国
民
生
活
の
再
建
を
め

ざ
す
対
抗
戦
略
が
必
要
だ
。

内
発
的
発
展

―
―
経
済
再
生
に
展
望
は
あ

る
の
か
。

　

雇
用
保
障
と
生
活
保
障
シ

ス
テ
ム
再
建
の
二
兎
を
追
う

政
策
が
必
要
だ
。
そ
の
た
め

に
は
地
域
経
済
の
内
発
的
発

展
を
支
え
る
税
・
財
政
制
度

の
改
革
が
必
要
だ
。

　

安
倍
内
閣
の
経
済
対
策

は
、
大
企
業
優
遇
の
税
制
や

労
働
法
制
の
規
制
緩
和
、
大

型
公
共
事
業
中
心
だ
が
、
医

療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
活
動
な

ど
の
社
会
保
障
活
動
の
拡
大

こ
そ
、
国
民
の
医
療
や
介
護

な
ど
の
ニ
ー
ズ
の
増
加
に
応

え
る
国
民
生
活
上
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
機
能

す
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

生
産
や
消
費
、
雇
用
の
創
出

を
通
じ
て
国
内
経
済
の
下
支

え
を
す
る
国
民
経
済
上
の
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て

の
効
果
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、「
保
育
サ
ー
ビ

ス
」「
児
童
手
当
」「
起
業
支

援
」「
職
業
訓
練
」
へ
の
政

府
支
出
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
実

質
レ
ベ
ル
ま
で
増
や
せ
ば
、

「
労
働
生
産
性
の
向
上
」

「
財
政
健
全
化
」「
自
殺
率

の
減
少
」「
子
ど
も
の
貧
困

率
の
減
少
」
に
貢
献
す
る
可

能
性
が
あ
る
。

アベノミクスの３年で役員報酬
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福
祉
分
野

へ
の
財
源

は
、「
所
得
税

の
累
進
化
」

「
相
続
税
の

拡
大
」「
資

産
税
の
創
設

・
強
化
」
な

ど
税
制
の
見

直
し
で
可
能

だ
。

 

（
つ
づ
く
）

矛
盾
多
く
不
適
切

５
議
員
と
面
談

科
医
師
会

会
長
は
じ

め
33
団

体
、
41
人

の
国
会
議

員
か
ら
賛

同
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
寄

せ
ら
れ

た
。


